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地 域 連 携 病 院 �「 医療法人 清和会  協立病院 」
今回は、徳島市八万町にある医療法人清和会協立病院をご紹介します。

「地域医療連携」に
ついて
　徳島大学病院患者
支援センターでは、大学
病院と地域の医療機関
との円滑な橋渡しをめざ
して、大学病院での高
度先進医療から、患者さ
んがお住まいの地域の
診療機関と連携し、在宅
療養へと継続できるよう
サポートしています。

医療法人 清和会
協立病院
徳島県徳島市八万町寺山
13番地2
TEL.088-668-1070（代表）
　　088-668-1082（連携室直通）
FAX.088-667-1578（連携室直通）

■説明は
中村 康弘（なかむら やすひろ）
地域連携室課長

上田 美弥（うえた みや）
理事長

吉嶋 淳生（よしじま すなお）
病院長

さくらカフェ（１F売店奥）の様子

　　　　　　　　　　　　　　

テーマ  朝ごはん、食べていますか？
朝食は身体活動に必要な様々な栄養素を補給し、1日の活動をスタートできる状態をつくる
ためにとても重要です。また、朝食抜きの習慣は肥満や脳出血など生活習慣病のリスクを
高めることも明らかになっています。今回は、簡単に準備できる朝食メニューを紹介します。

回答は
栄養部／粟田 由佳

（あわた ゆか）

【材料（１人分）】
キャベツ 100g
ベーコン
 1枚 20ｇ
卵 1個
塩 少々
こしょう 少々
水 大さじ2
サラダ油
 大さじ1/2

【作り方】①キャベツは千切りにする。ベーコンは1cm幅に切っておく。 
②フライパンにサラダ油をひき、①を炒める。塩、こしょうで味付けする。
③キャベツがしんなりしてきたら、円形にまとめ、中央にくぼみを作り、
卵を割り入れ、水を加えて蓋をして加熱する。④卵が固まったら、火
から下ろし、器に盛りつける。

巣ごもりたまご ひらひら人参のチャンプル

【材料（１人分）】
人参 1/2本
ツナ缶 1/4缶
卵 1個
　 顆粒和風だし
　 小さじ1/4
　 醤油 小さじ1
　 みりん 小さじ1
サラダ油 小さじ1
白ごま 少々

Ⓐ

【栄養量】エネルギー 207kcal、たんぱく質 9.9g、塩分 1.5g【栄養量】エネルギー 226kcal、たんぱく質 10.1g、塩分 0.9g

ちょっと一言 ご飯やパンなどの炭水化物だけでなく、たんぱく質を多く含む肉・魚・卵、食物繊維・ビタミンが豊富な野菜も併せて食べましょう。

【作り方】①にんじんはピーラーで引き、卵は溶いておく。ツナ缶は
油を切る｡②フライパンに油を熱し、にんじんを加えてさっと炒めた
ら、ツナ缶、Ⓐを入れて調味する｡③全体に味がなじんだら溶き卵
を流し込んでざっくりと炒め合わせる。お皿に盛り付け、白いりご
まを散らして器に盛りつける。

このコーナーでは、徳島大学病院が徳島県や他の医療機関の皆さ
ま等と協力し、患者さんへのよりよい医療の提供を目指してすすめ
ている、様々な取り組みについて取り上げます。

地域連携の部屋

問い合わせは

■地域に根ざした医療を

　協立病院は「地域住民の健康を支え、安心・
信頼される病院であり続けます」を理念と
して掲げ、一般病床のほか、回復期リハビリ
テーション病床、医療療養病床を有し、地域
住民のニーズに即した病床を完備していま
す。また、高齢化の進む徳島において、外来受
診患者さんを対象とした無料送迎サービス

（予約制）を実施しており、地域の多くの患者
さんに利用され、喜ばれています。
　協立病院では、地域の包括的医療の観点に
より、近隣の医院・クリニックとの連携にも
力を入れ、CTやMRIなどの検査依頼に応える
とともに、定期的な情報交換会を行い、顔の
見える関係作りに努めてきました。
　徳島大学病院との連携は、術後のリハビ
リ、長期療養の患者さんやターミナルケア・
緩和ケアの患者さんの受け入れなどを幅広
く担っています。また、回復期の患者さんに
おいては、リハビリの状況・回復状態や退院
後の療養先について徳島大学病院患者支援
センターへフィードバックの報告を続け、連

携の強化を図っています。

■よりよい地域医療を目指して

　今年5月に、協立病院は新病院へ移転しま
した。新病院は、安心・安全な医療提供がで
きる病院として、耐震性の高い構造としてお
り、自然災害時においても住民の避難所とな
り得る機能を備えています。さらに院内施設
充実のため、カフェテラス等を完備し、情報
発信のための勉強会や交流会ができる会議
室もあります。病院敷地内には桜の木や芝桜
が植えられており、地域の憩いの場としても

親しまれて
います。
　来年、協立
病院は50周
年の節目を迎
えます。地域
住民にとっ
て身近で相

談しやすい病院として、さらなる医療体制の
充実、地域との連携強化や、患者さんのため
の取り組みなどの情報発信に努めていきた
いとお話しいただきました。
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